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{神経“感覚}
25.足底感覚f警報の遣いが力感覚に及ぼす影饗
。鈴木賞駿1、速水達也久木;援紡博2
eいわき短期大学幼児教育科、 2筑波大学大学続人間
総合科学研究科)
{背祭}とトが運動を行なうとき、その運動の目的に合わ
せてカの観賞iJカ吋?なわれる。この鈎節には、皮膚、筋、線、
関節の受容器からの感覚情報から知覚される力感覚が総与
している。また、足底部はi議上での遂動においてヒトと外
界との最初jの接触部俊であり、足袋の皮膚からの感覚構報
は足関節における力感覚に大きく影響していると考えられ
るのこれまで、皮f誇受容器からの感覚情報が運動感:rtに索
隊するという報告は多くなされている。また、インソール
のテクスチャーの有無による足成感覚情報の迷いによって
下総部の筋活動が影響されるといった報告・もなされている。
しかし、足銭感覚情報の速いが力感覚に及ぼす影響につい
ての報告・はなされていないc審者らのこれまでの研究では、
ソ…ルプレートのテクスチャーの蒜絡による足成感覚博報
の迷いにより、力感覚が影響を受けることが明らかとなっ
ている。しかし、テクスチャーの配援が変わることによる
足底感覚情報の迷いが、カ感覚に影響を及;ますかは紛らか
でない。 IEI 的}本研究では、テクスチャーのõè~設務隔が
異なる3種類のソ-)レブレ}トを沼いて、混成からの感覚
情報の違いが力感覚iこ及ぼす影響について検討することを
自的とした。{方法}対象者は、お締が機能胸である健康
な男女12名(年齢18.8土0.8歳、身長163.4ごと8.4cm、体重
55.4土4.9kg)であった。ソールプレートは、直後8mrn、高
さ2.3mmのドーム状のウレタン祭クッションを、アクリ
ル;紙上にlcm間階(Tex1)、2cm間総(Tex説、 3cm持続
(Tex訟で配穫したものを3条件として用いた号潟定は対象
者i人につき3E1関で行ない、 3条件をランダムに設定した語
力感覚の測定は、務神物理学的i鑑定法のiつである二議上
下法を用い、力量弁別瀦まをを行なった。筋出力様または静的
足底路筋力発揮とし、療機刺激を30%MVC、比較斜激を
200g綴とした。野{逝項呂は、 J畿弁拠隠慾と上・下弁5iU
鈎畿の標準備遂とした。{結楽と考察1Tex2群において、
Texl群、 Tex3若手よちもカ'最弁別総1iUn青春窓に小さい結果
となった。また、上・下弁泌総鐙の様準{婚経もすex2群に
おいて宥窓に小さい結果となった詰今回府いた3条件のソー
ルプレートの特徴を Weinstein(1968)が報告したよ立底の2
点弁別鱒犠(約2cmJと関i墨付けると、 Tex1群はテクス
チャーの関潟が2点弁JU関健よりも-緩く、空間分解絡が低
かったために平面との接触に近い状態であった、 Tex2群
はテクスチャ…の鶴鱗が2点弁別鶴鍛とi待機で、設部分解
能が蒔く、分解可能な単位蕗殺さきたちの車IH数数iJ"'多かった、
Tex3群はテクスチャーの間務が2点弁7JU溺鐙よりも長く、
単位滋積当たりの分解可能な刺激数が少辛かった、と考え
られるむこのことから、 Tex2群における力感覚の分解能
も否認まり、カ畿弁別機儀および上・下弁別総儀の擦準{高差
が省寧に小さかったと考えられる。{結論}テクスチャー
の自己設問織の迷いによって、力感覚が影響を受けることが
明らかとをつたむまた、テクスチャーの銃後綿織2cmで力
感覚が鋭設に令り、判艇のパラヅキも小さくなることが示
されたむ
Key v再lord
成j帯感覚力感覚カ畿弁;JI
645 
